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もう し かくしょうがい にゅうよう じ

　盲学校では、視覚障害のある乳幼児から成人まで、
ほ ご しゃ たいしょう し かくしょうがい はいりょ し

またその保護者などを対象に、視覚障害に配慮した指
どうないよう しゅうがく てきせつ せんたく

導内容や方法、子育てや就学、適切な進路選択のため
じょうほうていきょう れんけい しょうかい

の情報提供などについての相談や助言、他機関との連携・紹介などを行
し どう じっさい し どう し えん

っています。通級指導教室や定期教育相談などで実際に指導・支援に当
じゅんかい よう ち えん し えん しゅさい

たったり、巡回相談や幼稚園、小・中学校や特別支援学校などが主催す
けんしゅうかい こう し

る研修会の講師として、先生方に対しアドバイスを行ったりもしていま
ち いきじゅんかい じょうほう

す。また、地域巡回教育相談やサマースクールを通して積極的に情報発
し かくしょうがい けいはつ

信するなど、視覚障害教育の啓発にも力を入れています。
し かくしょうがい

　視覚障害について少しでも力になることができたらと考えております

ので、どなたでもお気軽にご相談ください。
し えん せんにん ひら ねかおり

（特別支援教育専任コーディネーター　平根香）

臨床実習であん摩の施術をする生徒たち

小中天翔

石橋徹磨

せんこう ま し あつ し

　高等部専攻科は、あん摩・マッサージ・指圧師を目
ほ けん りりょう あわ し し

指す保健理療科と、併せて、はり師・きゅう師も目指
りりょう ま し

す理療科に分かれています。あん摩・マッサージ・指
あつ お

圧は、主に手指を用いて押したりもんだりすること、
かみ し げき

はりは、髪の毛のように細いはりで刺激すること、き

ゅうは、ヨモギから作られた「もぐさ」に火をつけ温
せじゅつ てきせつ わたし

めることです。これらの施術を適切に行うため、私た
げんだい

ちは現代医学や東洋医学など、さまざまな学習をして
せんもん ち しき ぎ のう しゅうとく

います。専門的知識と技能の修得に向け、努力を重ね
りんしょう かんじゃ せじゅつ

ています。臨床実習では、学習したことを活用し、外来患者さまに施術
きょうみ りんしょう

も行っています。興味のある方は、ぜひ本校臨床室をご活用ください。
せんこう りりょう こ なか か け る いしばしとお ま

（高等部専攻科理療科２年　小中天翔　石橋徹磨）
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　本校は、１９０８（明治�）年の開校から
ゆいいつ し

今年で１１５周年目となる、県内唯一の視
かく しょうがい よう じ

覚に障害がある幼児児童生徒のための学
よう ち ぶ

校です。幼稚部・小学部・中学部・高等
よう ち えん

部があり、それぞれ幼稚園・小学校・中
じゅん

学校・高等学校に準じた教育を行ってい
しょうがい こんなん こくふく しょくぎょうてき

ます。障害による困難を克服し、社会的・職業的自立に
にちじょう はか せんもんてき

向けて、日常・社会生活力の定着と向上を図り、専門的
ち しき ぎ のう

知識および技能を身に付けるため、日々学習に取り組ん

でいます。
し かくしょうがい じったい おう かくだい

　学習場面では視覚障害の実態に応じて、点字や拡大教
かくだい じゃくし

科書を使用した学習を行っています。拡大読書器や弱視
たんまつ

レンズ、タブレット端末、音声読み上げソフトによるパ
し かく ほ じょ ぐ じょうほう しょくち ず

ソコンなどの視覚補助具や情報機器、触地図、立体コピ
し かくしょうがい てい ど じょうたい おう ゆう

ーなどの視覚障害の程度や状態に応じた教材・教具を有
こう じょうほう せいかく はい

効に活用し、さまざまな情報を正確に学び取れるよう配
りょ

慮しながら、学習活動を進めています。
きょうゆ あ べ とみかず

（教諭　阿部富和）
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わたし ふ だん きしゅくしゃ しょうかい

　私たちが普段生活している寄宿舎について紹介しま
もう はん い きしゅく

す。盲学校は全県が通学範囲になっているため、寄宿
しゃ せっ ち げんざい よう じ

舎が設置されています。現在、�人の幼児児童生徒が
じ たく

利用し、月曜朝に登校し、金曜に自宅に帰るという生活

を送っています。
きしゅくしゃ きしゅくしゃせい こうせい しゃゆうかい

　本校の寄宿舎では、寄宿舎生で構成する舎友会が中
しん

心となり、さまざまなイベントを行っています。その中でも、５月の親
ぼくかい

睦会、７月の夏祭り、�月の冬のお楽しみ会、２月の送別会が、大きな

イベントになります。先日行われた夏祭りは、打ち上げ花火などで、子
おとな も

どもから大人まで盛り上がりました。
げんざい か せいげん

　現在、コロナ禍ということもあり、いろいろと制限がある中での生活
か のう はん い く ふう

ですが、可能な範囲で工夫しながら楽しく生活を送っています。
ふ つう いで つ あ え る

（高等部本科普通科２年　出津空琉）
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